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古代文字資料館発行『KOTONOHA』第 222号（2021年 5月） 

 

中文学会発会式案内の画像紹介 

KOTONOHA編集室 

 

 故長田夏樹氏旧蔵の諸資料の中に、中文学会発会式案内のチラシがある。このたび長田家

よりその画像をご提供いただいた。手書きのガリ版刷りの案内で、右頁に中文学会創立の挨

拶（昭和 22年 10月 20日付）があり、左頁に「発会式と総会兼第一回研究発表会」とある。

発会式の日時は「十月二十六日（日）午后二時」、場所は「斯文会講堂（省線御茶ノ水駅下

車湯島聖堂内）」。左頁上段に三名（石田幹之助、倉石武四郎、直江廣治）の発表題目があり、

下段に 25名の委員の名がある。73年前のものである。これを活字に起したものに牛島徳次

氏の「「中文学会」覚え書き」1があるが、現物の画像の掲載はない。研究史の資料として紹

介する。 

なお、「覚え書き」には中文学会の経緯について詳しい解説がある。中文学会解散の時期

について次のようにある。 

第 3回講演会は、第 2回から約 2か月後の、1948年 1月 25日(日)に行われたが、残念

ながら、当日の会場、講演者および講演題目など、わたしの手もとには何の資料も残って

いない。・・・略・・・。ただし、その後、2月中に追加会費その他で、計約 880円入金。

これでやっと一息ついたが、会計出納簿の最後には、5月 23日、『中文月報』第 1号、200

部。用紙・印刷代、郵送料、計 804円支出。残高 54円 90銭。と締められ、それ以下は空

白になっている。これまた残念、というより遺憾ながら、この『中文月報』第 1号も手も

とに見つからず、残金の処理も、皆目わからない。 

結局、「中文学会」は、このころ(1948〈昭 23〉年 5月末から 6月初めごろまで)流れ解

散、自然消滅した、と考えざるを得ない。（178-179頁） 

 

しかしながら、長田夏樹年譜2の 1948（昭和 23）年 7 月によると、「中文学会（於東京湯

島聖堂）で、「シナチベット語族比較言語学の可能性」と題して研究発表する。」（347 頁）

とある。このとおりだとすると、中文学会の解散の時期は、1948（昭 23）年 5月末から 6月

初めごろではなく、7月に研究会が開かれ、それ以降ということになる。 

1947年 10月から 1948年夏ごろまでの短い期間の活動しかなかった学会ではあるが、「覚

え書き」によれば、設立の趣旨はその後生まれた「日本中国学会」に活かされ、わが国にお

ける中国文化研究史上、かなり重要な意義を持つという。案内文をここに公表する所以であ

る。 
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